
（様式第１号）　　　　　

　個人情報の保護
　個人情報保護の規程を整備するとともに研修や運用等
　の適切な対応がなされているか

Ｂ Ｂ
個人情報保護
マニュアル等

Ｂ Ｂ 実務

　防犯、防災に対す
　る態勢

　避難経路の確保、事故防止策や従業員の訓練等が行
われているか

Ｂ Ｂ
危機管理

マニュアル等

　緊急事態に対する
　態勢

　安全･衛生管理や危機管理に対するマニュアル等の整備
　など緊急事態への対策ができているか

Ｂ Ｂ
危機管理

マニュアル等

①の総括 Ｂ Ｂ

 
 
 
 
 

②
　
業
務
運
営
・
管
理

　人員配置の状況
　事業計画書の通り人員が配置されているか Ｂ Ｂ 人員配置計画,

組織図、出勤簿　必要な資格や経験を有する人員が確保されているか Ｂ Ｂ

　人材育成の状況
　事業計画書の通り従業員の指導育成及び研修が行われ
　ているか

Ｂ Ｂ
研修

マニュアル

　従業員の労働環境 　労働法令の遵守や労働条件への配慮がなされているか Ｂ Ｂ
就業規則
出勤簿

　外部委託等の状況 　労働法令の遵守や労働条件への配慮がなされているか

日報、月報
アンケート

　苦情・要望等への
　対応

　苦情,要望等を施設の管理運営に反映しているか Ｂ Ｂ
利用者アンケート

　苦情数は減少しているか

日報,月報
利用者アンケート　利用者に対する指導・支援等は適切になされているか Ｂ Ｂ

　自主事業の実施状
　況

　施設の設置目的に沿った自主事業を実施したか Ｂ Ｂ 日報,月報、
事業報告書　自主事業によって施設利用者は増加したか

　受付・応対業務の
　実施状況

　利用者に対する接客態度は全体として良いか Ｂ Ｂ

Ｂ Ｂ

　サービスの質の維持・向上に向けた具体的な取組みがあ
　るか　（自主事業の周知、接客態度、予約方法の工夫等）

Ｂ Ｂ
日報,月報、
事業報告書　行事開催案内の時期は適切か Ｂ Ｂ

　ホームページは利用者にとって見易いか Ｂ Ｂ

①
　
利
用
状
況
・
サ
ー
ビ
ス
の
質

　施設（サービス）の
　利用状況

　利用者数が前年度実績や目標を上回っているか Ｂ Ｂ 日報,月報、
事業報告書　施設の稼働率はどうか Ｂ Ｂ

　施設の平等利用

Ｂ Ｂ

　利用者満足度
　利用者アンケートは適切に実施されているか Ｂ Ｂ

　利用者の平等な利用が確保されているか Ｂ Ｂ

利用者アンケート
　アンケート結果を施設の管理運営に反映しているか Ｂ Ｂ

　サービスの質の維
　持・向上への取組
　み

自己評価
（指定管理
者が記載）

指定管理者としての業務については、出来ている。自主事業については、ゲートボール大会を12月、カラオ
ケ大会を4月・5月・7月・10月・12月・と開催し、参加者も多く、利益も出ている。収支の売上高については、
12月末までではあるが、前年度比133％に達している。温泉137％、宿泊112％,レストラン136％であった。
仕入が119％で売上総利益は110％となった。管理費は、前年度比100％,経費の中でも水道料102％,重油
113％と費用が伸びたが,売上が増えたことにより営業利益は前年度比288％となり,営業外利益を加えた経
常利益は、6,553,420円、指定管理料の配分回数が変わり,比較は、出来ないが、前年度より3,207,458円の
増となった。このようなことから、管理については、概ね良好に出来ていると思われる。

評価項目 評価内容
評価

確認資料等
指定管理者 市

福嶋　晃弥

指定管理者担当者 所属 株式会社　なごみ屋 役職 支配人 氏名 倉田　徹

市担当者 所属 観光振興課 役職 主事 氏名

令和 5 年度　指定管理者モニタリングチェック表

施設名 栖本温泉センター河童ロマン館 指定管理者名 株式会社　なごみ屋

指定期間 平成 31 年4月1日～令和 6 年3月31日評価期間 令和 5 年4月1日～令和 6 年3月31日



（様式第１号）　　　　　

総合評価 　①、②、③、④の総括による総合評価 Ｂ Ｂ

　流動比率の異常変化はないか（その理由は？） Ｂ Ｂ

④の総括 Ｂ Ｂ

　借入高の異常変化はないか（その理由は？） Ｂ Ｂ

　負債の変動 　負債の異常変化はないか（その理由は？） Ｂ Ｂ

　財務指標の異常
　値、大きな前期比
　変化

　売上高の異常変化はないか（その理由は？） Ｂ Ｂ

　費用･コストの異常変化はないか（その理由は？） Ｂ

Ｂ

事業報告書
（主に決算書）

Ｂ
日報,月報、
事業報告書

　予算執行 　収支予算書の範囲内で適正に予算を執行しているか Ｂ Ｂ
日報,月報、
事業報告書

　資産の変動
　資産の異常変化はないか（その理由は？） Ｂ Ｂ

　純資産の異常変化はないか（その理由は？） Ｂ Ｂ

　経費削減の取組み 　経費削減の取組みが行われ、成果が表れているか Ｂ Ｂ

Ｂ

　利益の異常変化はないか（その理由は？） Ｂ Ｂ

④
　
経
理
状
況
な
ど
経
済
性
・
効
率
性

　指定管理業務の収
　支状況

　収支状況が当初の目標を達成しているか（利用料金、
委託料等の実績）

Ｂ Ｂ
日報,月報、
事業報告書

　自主事業の収支状
　況

　自主事業の収支状況が当初の目標を達成しているか Ｂ

③
　
維
持
管
理

　施設建築物等の管
　理状況

　施設の点検保守を適切に行っているか Ｂ Ｂ 日報,月報、
点検報告書　施設の修繕を適切に行っているか Ｂ Ｂ

　設備等の管理状況

日報,月報、
事業報告書

　利益確保の取組み 　適正な利益率を確保できているか Ｂ

Ｂ

　避難経路には障害物がないか Ｂ Ｂ

③の総括 Ｂ Ｂ

　清掃、警備業務の
　実施状況

　仕様書等に基づき、清掃業務を適切に行っているか Ｂ Ｂ

日報,月報、
点検報告書

　全体的(駐車場含)に、見た目が清潔に保たれているか Ｂ Ｂ

　仕様書等に基づき、警備業務を適切に行っているか Ｂ

Ｂ

　外構等の管理状況
　駐車場・外構等の点検保守を適切に行っているか Ｂ Ｂ 日報,月報

実務　駐車場・外構等の修繕を適切に行っているか Ｂ Ｂ

　備品･什器等の管
　理状況

　備品台帳に基づき、備品等を適切に管理･保管している
　か

Ｂ Ｂ
備品台帳、

実務　備品･什器等の点検保守を適切に行っているか Ｂ Ｂ

　備品･什器等の修繕を適切に行っているか

②の総括 Ｂ Ｂ

Ｂ

　消防設備の保守点検を適切に行っているか Ｂ Ｂ
日報,月報、
点検報告書　機械設備・電気設備等の保守点検を適切に行っているか Ｂ Ｂ

　設備等の修繕を適切に行っているか Ｂ Ｂ

　文書管理について
　作成または受領した文書は適切に保管及び管理されて
　いるか

Ｂ Ｂ
保存文書

実務

　環境への配慮
　環境に配慮した物品の購入、省エネの取組、リサイクル
　の推進等の対応を適切に行っているか

Ｂ Ｂ
日報,月報

実務

　情報公開の規定状
　況

　情報公開の規程を整備するとともに研修や運用等の適
　切な対応がなされているか

Ｂ Ｂ
情報公開

マニュアル等

 
 
 
 
 

②
　
業
務
運
営
・
管
理



（様式第１号）　　　　　

※

※ 総合評価の理由及び特記事項（成果・課題等）は市所管課が記載します。

評
価
区
分

評価基準

Ａ（優　良）＝協定書等を遵守し、その水準よりも優れた管理が行われた
Ｂ（良　好）＝協定書等を遵守し、その水準におおむね沿った管理が行われた
Ｃ（課題含）＝協定等をおおむね遵守しているが、一部に課題が残る内容であった
Ｄ（要改善）＝協定書等を遵守しておらず、改善が必要な内容であった

総括

Ａ（優　良）＝評価基準が全てＢ以上であり、かつＡが過半数以上である
Ｂ（良　好）＝評価基準が全てＣ以上であり、かつＢ以上が８割以上である
Ｃ（課題含）＝評価基準が全てＣ以上である
Ｄ（要改善）＝評価基準にＤが含まれている

総合評価

Ａ（優　良）＝総括が全てＢ以上であり、かつＡが２つ以上ある
Ｂ（良　好）＝総括が全てＢ以上である
Ｃ（課題含）＝総括が全てＣ以上である
Ｄ（要改善）＝評価基準にＤが含まれている

指定管理者の応募資格に抵触する事項はないか
（指定管理者が記載）

無

応募資格に抵触する事項がある場合または申告に虚偽があると判明した場合は、地方自治法第２４４
条の２第１１項及び天草市公の施設の指定管理者の指定の手続き等に関する条例第８条に基づき、指
定管理者としての指定の取消し、または期間を定めて管理運営業務の全部、または一部の停止を命じ
ることがあります。

※総合評価の理由

　指定管理申請書に基づき、概ね適正な管理運営が行われている。
　温泉の利用者については令和４年度と比較すると増加傾向にある。宴会利用も
増加したことでレストラン収入は増加したが、通常のレストラン利用者数が伸び悩
んだ。
　入浴料金及び宿泊料金の引上げを行ったこと、例年と同水準の支出で運営がで
きたことで令和５年度においては指定管理料を含めると黒字運営ができている。

※特記事項（成果 ・ 課題等）

　利用者数については、コロナ禍前の令和元年度の水準には戻り切れていない。
利用者数増加のための方策として温泉センターのみならず、日本庭園、ふれあい
公園といった周辺施設のポテンシャルを最大限に活用し、更なる施設の魅力度向
上に向けた取り組みを行政と指定管理者が共に行っていく必要があると考える。


